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ここで、鈴木小委員長は、先に 3月決算会社の株と 9月決算会社の株を 2つ持っ
ていれば中間配当というものは無くても構わないのではないかといったが、一つの
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石を切り捨てれば、合併できるのかもしれない。しかし、税金問題でとてもできな
い。そういうようなこともありますし、あるいはかってつぶれちゃった王子三社の
合併だって、そういうことができれば可能である道もあったのかもしれない。そう
考えると相当緊急な問題であることは確かなんですね。それは税金だけにまかせ
て・・・。」（同速記録 79頁）
田中委員も、税金だけの問題なら通産省にまかせていいとした。
「税金だけの問題ならまかせていいと思います。商法的なあれだと、勝手に特別
法をつくられると、あとで基本法をやるときにやりにくいことが起こりはしないか
という気がしますので、そういう意味ではたからせっつかれていろいろな問題はあ
ると思いますけれども、通産省のほうがあれだけ急いで立法しようという話のとお
りだとすれば、これはそっちのほうの突き上げが強いと思わなくちゃならないか
ら、やはり特別の考慮が要るんじゃないかというふうな気がするのです。」（同速記
録 79～80頁）
しかし、鈴木小委員長は、やはり通産省だけではちょっと手に負えない問題じゃ
ないかとした。
「こういうことだけはいえるんです。商法でやるときに、一体どういう形のもの
を考えるのか。フランスでありますようないろいろな新しい会社をつくっていく
のか。ほかの会社に分離して合併するとか、エトセトラいろいろな形がある中で、
三菱重工が考えているような形だけ解決すればいいというと、少しは簡単になる。
しかし、それだって相当高度の商法的テクニックが要るんだろうと思うのです。お
そらくは法務省は相当相談をされている過程において意見を述べておられると思
うけれども、通産省だけではちょっと手におえない問題じゃないかという気もする
のです。」（同速記録 80頁）
（続）
（明治大学名誉教授）
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